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　９月２４日、９月２１日から３０日まで実施されていた「秋

の全国交通安全運動街頭キャンペーン」に守谷市ボランティア協会メンバーも

参加。「みんなを守る早めのライトと反射材」をテーマに重点項目の夕暮れ時と

夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止、後部座席を含めた全ての座席の

シートベルトやチャイルドシートの正しい着用の徹底、飲酒運転の根絶など、

市民交流プラザ前交差点で、交通安全指導隊をはじめ、各関係団体、守谷高

校生徒とともに交通安全と交通ルールの徹底を呼びかけた。

秋の全国交通安全運動！

　１０月２５日、常総広域運動公園を会場に開催。当日は、朝から晴れ間は

広がったものの、前日からの木枯らし１号の影響もあり、強風の中、陸上競

技場での開会式を皮切りに、室内プールの無料開放、陸上競技場でのスポー

ツイベントや自由広場を中心に各種福祉団体の福祉コーナー、模擬店などの

テントが並びステージでは、吹奏楽による演奏や園児の踊り、よさこいなど

各団体が披露され、社協ブースでの車いす体験コーナーや義援金の協力を

呼びかけ、子どもたちに大人気のミニＳＬ乗車など、多くの来場者とともに会場を盛り上げていた。（表紙）

第６回健康ふくしスポーツフェスティバル開催！

　１０月１３日から３回コースで「ほほえみサービス協力会員養成講座を開催し、２０名が受講。このほほえみサー

ビスは、高齢者の方や体の不自由な方、産前産後の方やそのご家族の日常

生活上の負担を少しでも軽くするため、“たすけあいの心”をもった地域の人々

の協力により行う会員方式の家事援助サービスで、昨年に引き続き、現在活

動している協力会員の研修も兼ねて、南守谷児童センターミ・ナーデを会場

に認知症サポータープログラムや消費生活センター講師による「高齢者を狙

う悪質商法と対処法」、常総広域消防署でのいざ！という時のための「普通

救命講習」など、今後の活動に役立つ知識を得た講座となった。

お互いさまのこころ！

　１０月６日、那珂市「那珂総合公園」を会場に「第２０回茨城県健康福

祉祭いばらきねんりんスポーツ大会」が開催された。当日は、晴天に恵ま

れ、県内各市町村のゲートボール、クロッケー、ペタンク、輪投げ、グラ

ウンドゴルフの代表約１３００名が集い、日頃の練習の成果を競い合いました。

守谷市からは、市内大会を勝ち上がったペタンク、輪投げが各１チーム、

グラウンドゴルフは６名が参加し、各競技とも残念ながら予選敗退でしたが、

また来年に向けて健闘を誓っていました。また、１０月１７日から開催した「第

２８回全国健康福祉祭やまぐち大会」に、昨年、ゲートボールで県大会第

３位なった「守谷チーム」が茨城県代表として派遣され、健闘しました。

みんな元気にスポーツの秋！

△県大会に出場した選手
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　１０月３０日、１１月１８日の２日間、高野小学校４年生児童７３名が高齢者

疑似体験や車いす体験、目かくし歩行体験を行った。高齢者疑似体験では、

体験用サポーターや白内障ゴーグルなどを着用し、文字を書いたり、黒板に

貼ったさまざまな標識を見る体験などを行い、車いす体験では、１台の車い

すを３名で交代しながら、障害物やスロープ走行を体験。目かくし歩行では、

階段の上り下りなど２人組みで体験。児童からは「ゴーグルを着けて見たら、

黄色の標識が見えずらかった」「スロープを押すのも大変だった」などの感想

も聞かれ、高齢者や障がいについて考えるよい機会となった。

子どもたちが福祉体験中！

　１０月３１日、いきいきプラザ・げんき館を会場に、障害年金請求サポート

チーム茨城の３名の特定社会保険労務士による「障害年金セミナー＆年金な

んでも相談会」を開催。

　当日は、１９名が参加し、膠原病やリウマチなど難病、うつ病や統合失調

症など精神疾患、高次脳機能障がいや知的障がいなど、障害年金の対象に

なりうる基礎知識や障害年金請求について、課題や事例を交えた講話の後、

相談希望者に個別相談会を実施。予定時間を超えるほど、参加者は熱心に

障害年金について、アドバイスや回答に耳を傾けていた。

私たちがお手伝いします！

●
茨
城
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

　
11
月
17
日
、
土
浦
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
第
65
回

茨
城
県
社
会
福
祉
大
会
」
が
開

か
れ
た
。

　
式
典
に
先
が
け
て
、「
困
難
を

乗
り
越
え
強
く
生
き
る
」
と
題

し
、
車
椅
子
の
熱
風
講
師
　
濱

宮
郷
詞
氏
の
記
念
講
演
。
５
歳

の
時
、
目
の
前
で
父
親
が
倒

れ
亡
く
な
り
、
そ
の
後
、
母
子

家
庭
な
り
、
働
く
母
親
の
笑

顔
を
見
た
い
と
中
学
・
高
校
と

棒
高
跳
び
で
県
記
録
を
樹
立
す

る
ほ
ど
頑
張
り
、
日
本
記
録
も

見
え
て
き
た
時
に
大
会
で
の
事

故
。
車
椅
子
生
活
に
な
り
、
逆

に
母
親
に
生
活
の
す
べ
て
に
お

い
て
手
を
煩
わ
せ
て
し
ま
い
、

自
暴
自
棄
に
な
り
、
自
ら
命
を

絶
つ
こ
と
を
考
え
た
頃
、
奥
さ

ん
と
出
会
い
、
結
婚
し
、
持
ち

前
の
負
け
ん
気
と
努
力
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社
に
就
職
し
、

現
在
は
、
未
熟
児
で
生
ま
れ
た

三
つ
子
た
ち
も
「
パ
パ
が
で
き

な
い
こ
と
は
お
手
伝
い
す
る
」

な
ど
、
成
長
し
た
と
お
話
し
し

た
笑
顔
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
に

負
け
ず
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ま

で
生
き
る
後
姿
を
見
せ
続
け
た

い
。
そ
し
て
自
分
が
死
ぬ
時
、

子
ど
も
た
ち
に
「
パ
パ
は
頑
張
っ

た
よ
！
」
と
言
わ
れ
た
い
！
と
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
る
姿
を
見

て
、
改
め
て
生
き
る
勇
気
を
い

た
だ
い
た
。
続
い
て
、
土
浦
第

二
高
等
学
校
合
唱
部
の
奏
で
る

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
式
典
を
盛
り
上

げ
た
。

　
そ
の
後
、
大
会
式
典
に
お
い

て
、
長
年
福
祉
事
業
推
進
に
貢

献
い
た
だ
い
た
６
８
９
の
個
人
・

組
・
団
体
に
茨
城
県
知
事
表
彰

を
は
じ
め
、
茨
城
県
社
会
福
祉

協
議
会
長
表
彰
や
感
謝
状
、
茨

城
県
共
同
募
金
会
長
表
彰
な
ど

が
贈
ら
れ
た
。
守
谷
市
か
ら
は
、

次
の
８
名
・
３
団
体
の
方
々
が

顕
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

　
浅
井
　
仁
勇 

（
社 

協 

理 

事
）

　
中
島
加
代
子 

（
社
協
相
談
員
）

　
田
口
　
啓
子 

（
社
協
相
談
員
）

　
遠
藤
　
桂
子 

（
社
協
相
談
員
）

　
守
谷
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
会

 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
守
谷
お
も
ち
ゃ
病
院

 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　（
※
匿
名
１
名
）

◎
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝

　
大
山
　
秀
子 

（
峰
　
林
　
荘
）

◎
茨
城
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　
飯
塚
不
二
男 

（
土
塔
中
央
区
長
）

　
竹
村
　
俊
彦 

（
清 

水 

区 

長
）

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト茨

城
県
第
39
団
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●みんなきらきら笑顔！
　１０月７日、社協障がい児者福祉委員が龍ヶ崎市文化会館で開催された「茨

城県障害者福祉の集い」に参加。当日は「風の旋律～音がひびきますか～」

と題し、聴こえないピアニスト「宮本まどか」氏による講演とピアノ演奏が

行われた。宮本氏は、５歳の時に神経性高度難聴と診断され６歳の時にろう

学校に入学、言語・聴能訓練と同時に母親が「音楽」を取り入れ、ピアノを

始め、ピアノの音が心の声と話す宮本氏から温かい音と何事にも挑戦をする

姿勢が伝わる演奏だった。

　１１月３日、同じく障がい児者福祉委員が水戸市にある茨城県立盲学校で

の学校公開に参加。視覚障がいのある幼児・児童の授業参観の見学、教員からの話を聞き、啓発の大切

さや、障がいの理解を深めることができた。

●さまざまな取り組みが参考に！
　１０月１９日、社協役員等研修会を社協総務委員会主催で国際交流セ

ンターで開催。当日は、茨城県社会福祉協議会岡田克幸副会長をお招きし、

「社会福祉協議会を取り巻く状況と今後の取り組み」と題し、今、介護保

険制度をはじめ、生活困窮自立支援や子育て支援など、福祉施策の転換

期をむかえ、改めて、支援を必要とする人々を社会と連携して支える社

会福祉と市民の福祉活動への積極的な参加を得て、行政や関係者が自助・

共助・公助が相まった取り組みをする地域福祉を改めてプラスさせ、地域の課題を発見し、市民の協力

を得て、解決に向け、活動する団体としての役割であり、福祉の推進はまちづくりにつながるとの講話

をいただき、役職員一同、改めて、今後の地域福祉活動への取り組みに弾みとなる研修となった。

●今年も紅葉の中「高齢者世帯１日遠足」
　１１月６日、高齢者世帯同士の交流、外出機会の提供を目的に今年も「高齢者世

帯１日遠足」を実施。

　当日は、秋晴れの中、６３組１２６名と社協高齢者福祉委員と広報委員も同行し、

埼玉県秩父市で「ＳＬパレオエクスプレス」に長瀞から秩父まで乗車。

　昭和１９年に製造されたＣ５８蒸気機関車に引かれた昔ながらのボックスシート

の客車に腰掛け、ゆっくりと秩父路の景観を満喫。

　秩父駅で下車後、隣接する秩父地場産センターで秩父の季節の味

覚を味わい、毎年１２月２日・３日に行われている日本三大曳山祭

のひとつとして知られる「秩父夜祭」の笠鉾や屋台などの資料が展

示されている「秩父まつり会館」を中心に秩父神社や重要文化財の

造り酒屋、２間の神棚がある旧家など、少し汗ばむ晴天の下、ゆっ

くりと時間を過ごし、充実した１日に笑顔で帰路についた。
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善
意
銀
行
預
託
報
告

　
平
成
27
年
８
月
〜
11
月
（
敬
称
略
）

【
寄
　
付
】

・
彦
　
　
　
　
　
　
１
，０
０
０
円

・
Ｎ
Ｓ
Ｋ
㈲
関
東
筑
波

ツ
ー
リ
ス
ト
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ

１
０
２
，０
０
０
円

・
は
る
な
会
　
　
１
１
，２
０
０
円

・
御
所
ヶ
丘
中
学
校
野
球
部

父
母
会
О
Ｂ
名
球
会

１
０
，０
０
０
円

・
緑
み
会
　
　
　
１
６
，０
１
０
円

・
守
谷
市
文
化
協
会
美
術
部
会

陶
芸
サ
ー
ク
ル
グ
ル
ー
プ

９
，０
０
０
円

・
こ
う
の
と
り
会

１
０
，０
０
０
円

・
守
谷
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ーゴル

フ
大
会

５
０
，０
０
０
円

・
守
谷
市
文
化
協
会
菊
友
会

３
，０
０
０
円

・
匿
　
名
　
３
件

２
０
，７
８
９
円

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
峰
林
荘

３
２
，６
０
０
円

・
守
谷
市
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
協
議
会

３
１
，３
６
９
円

・
吉
田
記
念
北
守
谷
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

２
０
，０
０
０
円

・
守
谷
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

１
０
，０
０
０
円

・
守
谷
市
更
生
保
護
女
性
会

５
，０
０
０
円

・
守
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

１
９
，０
０
０
円

※
太
字
は
健
康
ふ
く
し
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
展
団
体
売

上
金
の
一
部
で
す
。

【
使
用
済
み
古
切
手
・
プ
ル
タ
ブ
・

プ
リ
ペ
ー
ド
カ
ー
ド
】

・
椎 

名  

　 

正

・
片 

寄  

由 

子

・
田 

中  

　 

節

・
阿 
部  

洋 

子

・
高 
橋  
輝 

彦

・
総
合
守
谷
第
一
病
院

・
ヒ
カ
ワ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

・
手
話
サ
ー
ク
ル
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

・
㈱
く
ら
し
の
里 
茨
城
支
社

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
ま
ゆ
り
の
郷

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
七
福
神

・
さ
と
う
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

・
あ
ず
み
苑
ロ
ラ
ー
テ
ラ
ス
小
絹

㈱
レ
オ
パ
レ
ス
21

・
㈱
レ
フ
ト

・
Ｍ
Ｍ
Ｃ
リ
ョ
ウ
テ
ッ
ク
㈱

・
麗
都
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ

・
守
谷
市
役
所

・
匿
　
名
　
８
件

【
未
使
用
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
】

・
匿
　
名

【
タ
オ
ル
・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
】

・
匿
　
名

【
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・

フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ェ
ー
ド
】

・
彦

【
玄
米
30
㎏
】

・
匿
　
名

皆様皆様からの会費が地域福祉の原動力に！
（平成２７年度　守谷市社会福祉協議会会員会費のご報告 )

※法人会費の会員数（　）内は、新加入法人数です
平成２７年１１月３０日現在

（単位：戸・社／円）

　

今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
戸
別
会
員
な

ら
び
に
法
人
会
員
の
集
計
結
果
を
左
表
・
次
項
の
と
お
り
に
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。
お
預
か
り
い
た
し
ま
し
た
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地　区　名
特別会員 一般会員 法　人　会　員 合　　計金　　額 金　　額 会員数 金　　額

み ず き 野 1,000 559,300 21（02） 87,000 647,300 

守　  　 谷 31,000 1,706,000 182（04） 1,066,000 2,803,000

大　  　 野 21,000 303,000 53（01） 323,000 647,000 

高　  　 野 5,000 818,000 91（05） 510,000 1,333,000

大 井 沢 2,000 335,500 54（04） 374,000 711,500 

北 守 谷 5,000 1,148,100 88（06） 352,000 1,505,100 

合　  　 計 65,000 4,869,900 489（23） 2,712,000 7,646,900 

個 　 　 別 3,000 1,500 4,500 

総    合     計 68,000 4,871,400 489（22） 2,712,000 総合計7,651,400 
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　社協法人会員として、市内各法人事業所（489社）の皆様にご加入いただき、深く感謝申し上げるととも
にここにご報告させていただきます。なお、会費の使途につきましては、ボランティア推進、各種相談事業
のほか、地域福祉事業に活用させていただいております。
　今後も身近な福祉問題に取り組み、福祉活動を展開していくため、法人会員の皆様の変わらぬご支援とご
協力をお願い申し上げます。

 み ず き 野 地 区

㈱ＲＥＩ ＴＯＲＩＩ 
㈲アイピー安井
㈱あっとホーム
㈲アリイナ
㈲アルファーム薬局 みずき野店
医療法人社団 同泰会
ウチダ三商㈲
㈱海宝守谷インターナショナル

スイミングスクール
（合） キューブワークス
㈱広翔会
㈱下野メディカル みずき野薬局
㈱新邦
㈲ステージオプティカル
㈱創栄
特定非営利活動法人 

明日のみずき野を考える会
㈱プラチナコーティング
みずき野歯科医院
㈲水野テクノリサーチ
優勝㈲
㈲ライフ
㈲リフォーム・アンド・メンテ

守 　谷　 地　 区

㈱ＥＭプランニング
㈱Ｇ－７・オート・サービス

オートバックス２９４守谷店
ｉ－ｋｉｔｃｈｅｎ 守谷店
㈱ＩＳＩライフ・クリエイト

守谷中央薬局
ＭＭＣ リョウテック㈱
㈱ＮK 土木
Reminiscence of Life
㈱ＴＭＥ
アイアール・ファーマシー㈱
㈱アイ・エス
㈱アイグランあい保育園百合ヶ丘
㈱アインファーマシーズ

今川薬品・守谷店
㈲浅井設備工業
アサヒ  カルピス  ビバレッジ㈱
旭コンクリート工業㈱茨城工場
㈱あじかん  守谷工場
㈱アズマロジスティクス
アルルガーデン㈱
㈲飯嶋
㈲イイジマ電気
㈲飯田薬局  守谷店
イエローハット守谷店
イオンタウン㈱
石田電子㈱
一成 守谷店
いとう眼科
茨城グランディハウス㈱守谷支店

茨城県信用組合 守谷支店
いばらきコープ生活協同組合
茨城トヨタ自動車㈱守谷店
茨城トヨペット㈱守谷松並店
茨城みなみ農協 守谷支所
㈲入江
医療法人 古谷あいし会
医療法人 至心会

 よしみ内科・胃腸科医院
医療法人 慶友会
医療法人社団 源守会 
会田記念リハビリテーション病院
医療法人 宗庵
㈲梅木商会
㈱エイワパック
㈲エヌ・エヌ・シー
㈲エム・アンド・エム
㈱大塚製作所 守谷工場
㈲オオヤマ建設工業
大山設備（株）
㈱大和田
大和田医院
㈲大和田鉄工
㈲オカミ
荻野工業㈱
㈲オフィスアシスト
㈲海鮮割烹お好み焼 ひさご亭
㈲柏屋
学校法人 有松学院守谷

 ひかり幼稚園
桂不動産㈱守谷支店
㈱ガンダーラ
関鉄県南タクシー㈱
関東レジン興業㈱
㈲神野縫製
基英商事㈲守谷ワンダーランド
㈲吉右エ門
㈲共栄産業
㈱共信
協同組合 つばさ
㈲ケーユー・コーポレーション
㈲元禄
㈱宏機製作所
㈱工業技術研究所 守谷センター
合金サービス
向後精工
㈱小高鉄工所
㈱小森材木店
㈲斉藤設備工業
㈱佐瀬トータルケアセンター
㈱三和フード
㈲シノヤ・システム
㈱霜田工業所
㈲下村アルミ
㈱下村交商
下村和裁技術者養成所
常総生活協同組合
庄屋土地㈲

㈱常陽銀行 守谷支店
ショウワ㈱
㈱スカラベ
㈱鈴裕化学
㈱スターティング アゲイン
㈱スタディー・プレイス
㈱寿
㈱スミカクリエイト
正和産業㈱
積和建設東関東㈱
ランドテック事業部守谷事務所
㈲雪園
㈱０１st
㈱ゼン茨城営業所
㈲染谷家具店 守谷店
㈱染谷工務店 守谷営業所
㈲染谷板金工業所
㈲大円
大東建託㈱守谷支店
㈲ダイワ
㈱たかはし
㈲髙橋看板工業所
㈱髙橋合金
高橋不動産サービス㈲
㈲高宮タイル興業
㈲滝本工業
田子金属㈱守谷営業所
㈱館野設備工業
㈲たなかや
㈲田原木型製作所 守谷工場
㈱千葉銀行 守谷支店
ちばらき塗料販売㈱
㈲中央医療商会
㈱中華そば家さん
㈱筑波銀行 

守谷支店・守谷南支店
㈲寺田屋本店
東名化学工業㈱関東工場
東名輸送㈱
東部液化石油㈱
東部瓦斯㈱
東部ガスリビングサービス㈱

守谷事業所
㈱トータルハウジング
㈲直井ふとん店
㈲永井商会
㈱ナガツマ
㈲中村建設
㈲ナカヤマ・コーポレーション
㈱ニチコム ドコモショップ守谷
日本設備管理㈱
日本通運㈱
守谷ロジスティクスセンター事業所
㈲ニュー玉屋
㈲ぬくとばっこ
㈲根本工務店
㈲伯山室 ポッシュ・ドゥ・マモン
㈱白興

㈲ビイーン
㈱東日本住宅評価センター
㈱ビューテック
㈲ヒラチ樹脂
ひろカイロ整体院
フジノエステート㈱
フジノヤ㈱
㈱フレッシュロジスティック

取手センター
㈱文道電気
㈲ブンドー工業
平成セレモニーホール
㈲北斗製作所
㈱堀越建装
㈱まことプロデュース
マツタ電気（株）
松丸工業㈱
㈱まつり
水戸証券㈱守谷支店
㈱宮本ダスキン守谷店

 代表 宮本雅年
むつみ造園土木㈱
メゾン ド ファミーユ
モーリス防災販売㈱守谷営業所
守谷園
守谷市管工事業協同組合
守谷市建設業協同組合
守谷市商工会
（公社）守谷市シルバー人材センター
守谷自動車学校㈱
㈱守谷商会
㈱守谷葬儀社
守谷タクシー㈲
守谷防災
㈲守谷薬局
八潮化学㈱
㈲山富
㈱山富造園
㈲やまとや 守谷店
結城信用金庫 守谷支店
ラーメンく～た
理美容そめや
㈱レジェンドスタッフ
㈱ワーク
ワークスタッフ㈱
㈲和田電器
非公開事業所 ２社

大　野　支　部

㈱ＳＹＮカーサービス
㈱ＴＮ化成
アサヒケアサービス㈲

みやびの里 守谷
アサヒビール㈱ 茨城工場
㈲天城建設
飯泉自動車㈱
飯沼工務店

（５０音順）
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㈲泉屋食品
㈲一穂
医療法人社団 弘明会
㈱ウォーターエージェンシー
㈲エム・アールトリード
㈲河島ギヤー製作所
㈱北島産業電機
栗原工業㈱
㈲後藤商店
㈲小平治
㈱サイトウ
佐藤タイル工業㈲
㈱シイナクリーン
社会福祉法人 峰林会
自由民主党 守谷支部
㈱商元
㈲進園エンタープライズ
セインジャパン㈱
㈲染谷ガーデン
㈲空色
㈱大豊産業
高木工業所㈱
㈱タクマテクノス常総事務所
忠インベストメント㈱
㈱中央タウン企画
塚原総業㈱
東明作業㈱守谷営業所
虎屋食品㈲
農事組合法人 守谷凍菜組合
㈱のぎさき薬局
㈲野口左官工業
㈲長谷川土建
ヒカワホールディングス㈱
㈲藤井商店
㈲伯耆田製作所
㈲ホーキタ清運
㈲松丸造園工事
㈱三峯コバヤシ
宮代技建㈱
㈱ミルク
㈲メヤマ
㈱守谷福祉協会
山口建材工業㈱
㈲吉七
㈱ヨシダ建具
㈱レスト

高　野　支　部

㈲ Be ハウス・アクト
EYE Mue
GANGA  CORPORATION ㈱
㈱ JOINUS
（合） ON研究所
㈲ RアンドC茨城サービス
アイフルホーム守谷店
㈱アーバンメガネハット守谷店
㈱アール・ネット・プロタイムズ
㈱アヴァンツァーレ
鮎川典礼
イチイ不動産㈱
一誠商事㈱守谷支店
ウェディングヒルズ アジュール
㈲梅野建設
㈱エデュカ
岡田動物病院
小川交通㈲
㈲オンザロード
㈱カーテン・じゅーたん王国守谷店
㈱菓子工房あおい
㈲カスミ総合防災茨城西南営業所
川口土地㈱
韓国家
㈲きぬ住販
木村電気工業㈱

協同組合 常総匠の会
㈱クック・オペレーション

焼肉屋さかい守谷店
㈱くらしの里 茨城支社
グリーンモリヤ
㈲栗原自動車工場
㈱小泉東関東 守谷営業所
㈲晃士実業
弘和電気工業㈱
㈱こどもの森 南守谷児童センター
㈱小林石材工業 守谷営業所
㈱サニクリーン東京 茨城南営業所
㈲サミットアールアンド・デイ
㈲三美園小林
㈲サンモリヤ
㈱三立通信
㈱シェルパ
㈱紫峰 けやき台調剤薬局
社会福祉法人 英伸会 七福神
㈱ジョイフル

アスレティッククラブ守谷
㈱ジョイフル本田 守谷店
㈲常総商事
㈲新大利根産業
㈲セントラルシステム
㈱総合保険・富士
総和スタッフサービス㈱
そめやパック㈲
㈲ダイトク
大徳運輸㈲
㈲タクミホーム
㈲たんぽぽ守谷店
㈱筑波銀行 守谷けやき台支店
㈲テイエムアールツー
㈲デジタルプラン
㈲寺田工業
㈲東京山恵
㈱ナオイオート 

フォード茨城守谷店
長塚エンタープライズ
㈱南山堂 守谷店
㈲野原工芸
ハンスホールベック㈱
㈱坂東太郎 ひな野守谷店
㈱日田建設工業
常陸建設工業㈱
㈲陽だまり
㈱フューチャーライフ
㈲フラワーサロン和泉澤
㈱ブリッジメディア
㈲フルスロットル
ヘラスパイスジャパン㈱
㈱北海電気
㈲丸栄建設
㈲まるなか
㈱メディカルサービス
モスバーガー守谷店
㈱八木澤会計
㈲山建工業
㈲山崎測量設計
㈱ユアビス
ユウアイペット㈲ けやき台動物病院
㈲吉岡企画
㈲吉岡商事
㈲吉河設計事務所
㈱流行髪信
㈲ワールド
㈲渡海電気

大　井　沢　支　部

㈱Ｍ＆Ｉ
㈲ＳＥＳケアネット
㈱アキタ製作所
㈲淺川コンクリート工業

㈲イースト
イーストエクステリア㈱
㈲飯田工業
飯塚米店㈲
医療法人社団ＧＬＡＮＺ
エイ・ティ・ロムジャパン㈱
㈲エステート坂
㈱笑美寿
海老原オート
㈲大久保建材店
㈲小野陶業
㈱壁工房
㈲軽辺鉄工
㈲北守谷商事
㈱グランドホームズ
㈲高栄
五行商事株式会社
㈱コトブキ
㈱サイテック
㈲坂設備工業所
㈱坂巻兄弟建設
㈲サン工業
社会福祉法人 筑桜会 さくら荘
㈲旬割烹寿司おおくぼ
㈱昌栄
新ナジコ興産㈱守谷事業所
㈲須賀緑化土木
スタジオライズ㈱
㈲泰伸石油店
高橋運輸㈲
医療法人社団 桐雙会
中川食品㈱
㈱西巻製作所
㈱八甲商会
富士ビジネスサービス㈱
㈲船津自動車販売
㈱ポラリス
㈱前川製作所 守谷工場
㈱マエバラ
㈱松井運輸
美濃紙業㈱茨城営業所
武蔵野電装㈱
㈲明和設備工業
㈲守谷製作所
㈲守谷造園
㈱屋根屋
㈲山喜産業
㈲やまこみそ
㈲山十産業
㈱吉春

北　守　谷　支　部

Ｃonoah
㈱Social Design かいほの家 はるかぜ
Zero Point
（合） 愛々ケアプランサービス
㈱アイアン
㈱アイエスレッカーサービス
㈱青木 アピタSC店
㈱アシスト 事業本部
㈱アプラム
アロン㈱
イガラシ綜業㈱守谷営業所
㈲伊藤工業
㈲伊藤動物病院
伊藤ハム㈱中央研究所
㈱イトマンスイミングスクール
イトマンスイミングスクール守谷

医療法人社団 歯英会
医療法人社団 裕進会

飯沼医院歯科
㈱インテリアコモリヤ
宇都宮電子㈱つくば営業所
㈱エクセルウィル

オオシン㈱
㈲お菓子の店 メープル
㈱オリエンテック関東営業所
柏市村㈲
門口司法書士事務所
㈱キャンイット
㈲クーロンヌ・ジャポン
㈱景都
㈲小林造園
紺野事務所
さくら化成機器㈱
㈲サンタムール
サンテラス歯科
社会医療法人社団 光仁会

総合守谷第一病院
ジャパンライフ㈱

守谷サービスステーション
シュトラール 美容室
常総計装㈱
㈱常総テクノ
新栄住宅㈱
㈱信生道
㈱スカイ守谷調剤薬局
㈱スマイル
㈲住工房守谷
㈱全農ライフ茨城みなみ販売所
㈱第一シーリング
㈲ダイトーファステム
㈲ダイヤマリーン
太陽電機サービス㈱
㈱拓和新技術開発センター
㈲タケダ鉱物標本
㈲玉川地鶏めん棒 玉川
㈲千木良工業
㈲筑志学院
㈲つくば学園通り

お煎餅いおり庵ふれあい店
㈱ツクバネットワーク
筑波補償鑑定㈱
つばさ薬局
㈱てすとぴあ
㈱デュープレックス・ギャザリング
㈱トータルスタッフ
特定非営利活動法人 
地球の緑を育てる会 守谷事業所

特定非営利活動法人
福祉の会ねこのて

特定非営利活動法人 
守谷ファミリークラブ

㈱ながい
㈱ニチイ学館
日栄商事㈱守谷支店
㈱日本計器製作所

つくばテクノロジーセンター
㈱ニュースの杜
㈲のびのび
原田工房㈱
㈲ビジネスブレイン原田会計
㈲ビッグ・エー 北守谷店
㈲ひばり堂 守谷店
㈲ファミーユコーポレーション
（合）富士コムソフトデーター
㈱伏見設備工業所
㈲松丸酒店
水戸信用金庫 守谷店
㈱モリ匠
守谷管財㈱
守谷ふれあい薬局
㈱ゆうインタークロス 

新守谷センター
豊設備工業㈱
ユニー㈱ アピタ守谷
よつば不動産㈱
㈱リリーフパートナーズ
非公開事業所 ２社
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守谷市地域福祉活動計画実践状況
　地域福祉活動計画は、地域の特性を活かしながら、それぞれの

方法で活動を展開しております。そこで、新たな活動やこれまで

の活動を継続するためにも、地域の皆様のご協力が不可欠です。

より多くの人材を求め、平成２８年 2月には各地区の取り組み状況報告会を予定しております。

ぜひ、自分たちの地域づくりにご協力ください。

各地区の取り組み状況（９月から１２月）

大野地区　地域行事を開催
 各地区で防災訓練、炊き出し訓練の実施
 9 月 27日 大野彼岸花開花まつりと案山子出展開催
   地域の方々による手作りの案山子を出展
 10月18日 第二回「大野地区地域福祉まつり」開催
   ジャンケン大会、地区対抗輪投げ大会、幼児から高齢
   者まで楽しめるゲーム、絆太鼓、阿波踊りなどを実施

みずき野地区
 「要援護者の避難訓練」実施
　9月 6日、救護搬送や消火栓訓練、災害時要援護者避難誘導訓練を
実施し、約 8割の住宅が協力
 高齢者食事交流会開催（みずき野支部社協主催）
　10月 25日、支部役員やボランティア協力のもと、地区内の交流機
会を兼ねて開催。当日は、みずき野子どもヘルパ－の２名も参加し
交流
 第１回ウォーキング大会
　11月 15 日、地区内の公園をめぐる散歩道とマップ完成を記念し、ウォーキング大会を企画。しかし、
当日はあいにくの雨のため、中止。ふるさとみずき野朝市のみ開催

守谷地区
守谷地区全体活動
 各ブロック別会議、各ブロック代表者会議（2か月ごと）開催
 10 月 26日～ 30日「あいさつ運動」キャンペーン実施
 11 月 13日「いばらき教育の日キャンペーン」参加
 レッツ脳トレクッキング開催
ブロック別活動
Ｂブロック
 12 月 6日「合同防災訓練」実施　連携訓練による仲間作りを通
じて町内での支え合いを育む

Ｃブロック
 11 月 29日「世代間交流事業」昔あそび実施
Ｄブロック
 地域情報紙発行「しあわせみんなで築こう」No.12
 ひがし野地域連絡会議開催
 地域住民間交流イベント「自然の中でウォーキング大会」
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高野地区（チームに分かれ活動中）
 ネットワークチーム
　・高野子どもヘルパー実施：【地域の中で福祉の心を育む支援】
　7月より来年 3月まで、毎月 1回のプログラムで高齢者や障がい児
との交流やさまざまな体験学習や活動を実施

　・高野地区ボランティア講座開催：【支え合いネットワークづくり】
　9月より来年 3月まで、毎月、高齢者施設での介護技術基礎講座、普
通救命講習、地域リハビリ講座などを開催。

　・ボランティアきずなカード
　ボランティア登録をし、高野地区内の福祉施設等でのボランティア活
動後、スタンプを集める活動を推進していく事業として実施

 見守りチーム
　・12月 21日、高齢者電話詐欺対策講習会開催予定
　・高齢者事故対策　反射タスキ配布予定
 サロンチーム
　・地区内の出前サロンとの連携など、課題と今後の施策を検討中
 広報チーム
　・年 4回、地区内情報を掲載した高野地区かわら版「きずな」を発行・配布

北守谷地区（課題ごとに部会に分かれて活動中）
 どこでも茶屋ぶらぶら亭部会
　 9 月 20 日から 12 月 6日まで大山公園で 10 時から 16 時の間
どこでも茶屋ぶらぶら亭を開催
 協力員制度部会
　区長・民生委員を招き、久保ケ丘・御所ケ丘・松前台・薬師台の
地域単位で情報交換会を開催
 御所ケ丘 5丁目助け愛の会
　御所ケ丘 5丁目の有志がご近所同士で、ちょっとしたゴミだしや買物のお手伝い、樹木の伐採剪定、
茶話会などの助けあい事業を実践中
 広報部会
　北守谷広報紙「ふれあい北守谷」発行
 グランドゴルフ部会
　薬師台 5丁目多目的広場（毎月第 2・第 4水曜日）と大山公園（毎月第 1・第 3水曜日）で午前 9時
30分から 12時まで実施。初めての方には道具の貸出もあります。

大井沢地区（5地区に分かれ活動中）
 立  沢  地  区 10 月 17日、「立沢秋まつり」実施

  きずな太鼓演奏、子ども会・長寿会での輪投げ大会な
ど、さまざまな出し物を披露

 西板井戸地区 11 月 1日、「じゃんけん大会」実施
  幼児から高齢者まで約 200名が参加
  釜を使用し、カレー、トン汁の炊き出し訓練
 大  木  地  区 11 月 8日、「炊き出し・防災訓練」実施
  防災訓練後は子どもが楽しめるゲームを実施
 東板戸井地区 11 月 29日、「東板戸井ふれあいまつり」実施

  そば打ち体験、輪投げ、ビンゴ、じゃんけん大会など、
さまざまなイベントを実施

 大山新田地区 平成 28年 1月 17日「あわんとり」に向けて会
  議開催
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　去る 9月 11 日、常総市を中心とした台風 18号水害により被災された
多くの皆様にはここよりお見舞い申し上げます。
　守谷市でも、当初、市内避難所と帰宅難民避難所を開設し、幸いなこと
に一部のみ利用で済みましたが、翌 12日からは、守谷中学校体育館に常
総市からの避難者の受け入れを行い、ピーク時は 150名以上の方々が避難
されていました。その支援ということで 130名を超える市民の皆様からボ
ランティアの申し出があり、避難所の炊き出し、傾聴、物資の仕分けなど、
学びの里に移動後も活動いただきました。

　また発災後、多くの市民の皆様をはじめ、9月のシルバーウィーク
を皮切りに県内外からも 3万 5千人を超えるボランティアが駆けつけ
ていただき、被災世帯の泥だしや清掃の活動、義援金や物資のご協力
など、復旧復興のご支援をしていただき、ありがとうございました。
守谷市社協でも 9月 16日から 11月 30日まで職員を「常総市災害ボ
ランティアセンター」に派遣し、発災から 2ヶ月が経過し、泥だし等
が収束しつつあるため、11月 16日からは被災者の生活支援対応への
活動を中心に取り組む「地域支えあいセンター」へと移行されました。

災害なんかに負けない！みんなでがんぱっぺ！常総！

災 

害 

義 

援 

金 

報 

告

　
茨
城
県
台
風
18
号
等

　
　
　
　
　
　
　  

災
害
義
援
金

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

・
松 

本 

安 

孝
　
１
９
，８
６
５
円

・
鈴 

木 

詩 

織
　
１
３
，４
９
１
円

・
土
塔
新
山
公
民
館
運
営
委
員
会

５
０
，０
０
０
円

・
守
谷
市
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
大
野
地
区

１
０
０
，０
０
０
円

・
こ
う
の
と
り
の
会１

０
，０
０
０
円

・
広 

瀬 

郷 

子
　
３
０
，０
０
０
円

・
守
谷
コ
モ
ン
ズ
自
治
会

６
７
，７
６
９
円

・
守
谷
ひ
ば
り
幼
稚
園

１
０
０
，０
０
０
円

・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
茨
城
工
場

従
業
員
一
同

６
２
，０
９
５
円

・
坂
町
町
会
　
１
０
０
，０
０
０
円

・
若
松
町
町
内
会  

３
０
，０
０
０
円

・
木 
所 

信 

智
　
　
５
，０
０
０
円

・
嵯 
峨 
重 

子
　
１
０
，０
０
０
円

・
石 

山 
久 
子
　
１
０
，０
０
０
円

・
仙
道
東
吉
郎
　
１
０
，０
０
０
円

・
黒
内
町
内
会
　
　
７
，５
０
０
円

・
伊
藤
哲
夫
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

３
３
，３
０
３
円

・
貝 

塚 

　 

正
　
２
０
，０
０
０
円

・
松
ケ
丘
１
丁
目
町
内
会

１
０
０
，０
０
０
円

・
け
や
き
台
５
丁
目
町
内
会

１
０
，０
０
０
円

・
守
谷
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
会

１
０
，０
０
０
円

・
守
谷
市
産
業
地
域
協
力
会

８
３
５
，０
０
０
円

・
花
ふ
れ
あ
い
会  

２
０
，０
０
０
円

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
祉
の
会
ね
こ
の
て

１
０
，０
０
０
円

・
金
山
自
治
会
　
１
１
，０
０
０
円

・
向
坪
自
治
会
　
１
５
，５
０
０
円

・
新
松
ケ
丘
町
内
会３

０
，０
０
０
円

・
二
重
堀
自
治
会  

３
０
，０
０
０
円

・
薬
師
台
２
丁
目
町
会

５
０
，０
０
０
円

・
や
わ
ら
ク
ラ
ブ
一
同

２
０
，０
０
０
円

・
サ
ン
ク
レ
イ
ド
ル
新
守
谷

ヴ
ィ
バ
ー
チ
ェ
自
治
会

１
３
，４
３
１
円

・
社
協
窓
口
募
金
箱２

５
，７
５
２
円

・
健
康
ふ
く
し
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
募
金
箱

３
，６
０
０
円

・
匿
　
名
14
件

２
４
６
，０
０
２
円

総
額
２
，１
０
９
，３
０
８
円

（
守
谷
市
支
会
取
扱
い
）

　
共
同
募
金
会
で
は
、
茨
城
県
台

風
18
号
等
災
害
義
援
金
の
受
付
を

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
延
長
し

て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

専
門
相
談
予
定
表

ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※ 予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
事務局まで電話にてご予約ください。

　　電話相談でも予約を受付ます。

　　　　　　　 ４８－５５５５
    ◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時
電話相談
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年
末
年
始
の

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の

お
知
ら
せ

　

今
年
も
12
月
１
日
よ
り
全
国
一
斉
に
「
み
ん
な
で

さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
年
も
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
学
校
や

企
業
・
団
体
な
ど
、
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

寄
せ
ら
れ
る
募
金
は
、
市
内
の
独
り
暮
ら
し
高
齢
者

や
障
が
い
児
・
者
、
要
保
護
家
庭
等
に
歳
末
支
援
金

と
し
て
、
今
年
度
は
３
，１
０
０
，０
０
０
円
の
配
分
さ

せ
て
い
た
だ
く
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
配
分
対
象
者
に
対
し
、
お

預
か
り
す
る
募
金
が
不
足
し
て
い
る
状
況
の
た
め
、

現
行
の
福
祉
制
度
や
状
況
を
勘
案
し
、
健
闘
し
た
結

果
、
大
変
心
苦
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

年
度
か
ら
左
記
の
と
お
り
配
分
の
一
部
を
見
直
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

何
卒
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
年
も

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
え
合
い
、
新
た
な

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
見
直
し
配
分
対
象

　
・
在
宅
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
（
入
院
入
所
等
は
除
く
）

　
　
70
歳
以
上
　
　
　
75
歳
以
上

 

福 

祉 

相 

談

　

１
月
18
日（
月
）午

後
２
時
〜
４
時

 

年
金
・
労
務
相
談

　

１
月
25
日（
月
）午

後
２
時
〜
４
時

 

電 

話 

相 

談

　

毎
週
金
曜
日

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

・
年
内
12
月
25
日（
金
）
迄

　

・
新
年
１
月
８
日（
金
）
〜

 

各 

種 

窓 

口

　

・
社
会
福
祉
協
議
会

　

・
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
・
げ
ん
き
館

　

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

12
月
29
日（
火
）〜

１
月
３
日（
日
）

　

右
記
期
間
、
休
業
・
休
館
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

休
業
・
休
館
中
は
、
何
か
と
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

各
相
談
の
ご
案
内

　１０月３日 ( 土 )、つくばエクスプレス、関東鉄道の両守
谷駅にご協力をいただき、朝から２階コンコースで、守谷
市ボランティア協会会員が赤い羽根募金を街頭で呼びかけ

た。また、午後からはイオンタウン守谷にご協力いただき、ガールスカウト茨城第３９団員が
買物客などに募金を呼びかけた。両会場で寄せられた募金（３７,８６１円）は、一旦県共同
募金会に送金された後、市内の福祉活動に充てられます。ご協力ありがとうございました。
　今年も市内小・中学校で児童生徒が中心にさまざまな方法で「共同募金運動」に取り組ん
でいます。ボランティア委員会や児童会、生徒会活動として、昇降口などに立ったり、学校イ
ベントなどで募金協力を呼びかけています。
　守谷中学校をはじめ、けやき台中学校、守谷小学校、
高野小学校、大井沢小学校、松前台小学校、御所ケ丘
小学校、大野小学校、黒内小学校の児童生徒が、募
金活動に協力いただいております。また、ＮＰＯ法人守
谷ファミリークラブは、常総広域運動公園入口の事務
所に「赤い羽根自動販売機」を設置し、毎月売り上げ
の一部が寄付されています。
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　各募集等のお申込み、お問い合わせは
　　　  〒 302-0116 守谷市大柏９５４－３　守谷市社会福祉協議会事務局まで！
　　　  電話　０２９７（４５）００８８　FAX　０２９７（４８）５５５４
　　　  Ｅメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

ひ
と
り
親(

母
子
・
父
子)

家
庭
親
子
遠
足

　

今
年
も
ひ
と
り
親
（
母
子
・
父
子
）
家
庭
の
み
な
さ
ん
た
ち
の
交
流
と
し
て
、
神
奈

川
県
横
浜
市
の
「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
「
よ
こ
は
ま
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
」

へ
の
日
帰
り
バ
ス
遠
足
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
毎
日
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
作
り
や
コ
ス
モ
ワ
ー

ル
ド
で
春
の
海
風
を
浴
び
な
が
ら
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

● 
日　

時
：
平
成
28
年
３
月
27
日
（
日
）

● 
行
き
先
：
神
奈
川
県　

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
こ
は
ま
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド

● 

対　

象
：
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
親
子

● 

定　

員
：
親
子
45
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

● 

参
加
費
：
大
人
ひ
と
り
： 

１
，０
０
０
円
・
子
供
ひ
と
り
：
３
０
０
円

　

 　
　
　
　

※
昼
食
・
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
の
乗
り
物
等
は
各
自
負
担

● 

申
込
・
問
合
せ
先

参
加
希
望
さ
れ
る
ご
家
族
は
、
平
成
28
年
２
月
20
日(

土)

ま
で
に
、
下
記
ま
で

お
申
込
下
さ
い
。

　
　

※
最
少
催
行
人
数(

15
名)

に
満
た
な
い
場
合
、
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
親(

母
子
・
父
子)

家
庭
へ

入
学
・
卒
業
祝
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
す

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
父
母
の
ど
ち
ら
か
、
ま
た
は
、

ご
両
親
の
い
な
い
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
支
援
事
業
と
し
て
、
入
学
・
卒
業
の
お
祝

い
金
を
贈
り
ま
す
。

● 

贈
呈
対
象
者

　
　

市
内
在
住
で
平
成
28
年
３
月 

中
学
校
卒
業
生
徒

　
　

市
内
在
住
で
平
成
28
年
４
月 

小
・
中
学
校
入
学
児
童
・
生
徒

● 

贈
呈
金
額

　
　

対
象
児
童
・
生
徒
一
人
に
つ
き　

１
０
，０
０
０
円

● 

申
込
・
問
合
せ
先

　
　

対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
は
、
平
成
28
年
１
月
30
日(

土)

ま

で
に
、
下
記
ま
で
お
申
込
下
さ
い
。

（
な
お
、
贈
呈
は
通
知
後
、
３
月
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
）

守
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

○
採
用
職
種
・
人
数　

一
般
事
務
・
事
業
職　

若
干
名

○
職
務
内
容　

法
人
並
び
地
域
福
祉
事
業
全
般

○
採 

用 
日　

平
成
28
年
４
月
１
日
（
予
定
）

○
給 

与 

等　

守
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
給
与
規
程
等
に
よ
り
支
給

○
受
験
資
格　

次
の
条
件
を
満
た
す
者

　
　
　
（
１
）　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
社
会
福
祉
士
又
は

社
会
福
祉
主
事
の
有
資
格
者（
受
験
資
格
を
有
す
る
者
も
含
む
）

　
　
　
（
２
）　

社
会
福
祉
に
熱
意
と
理
解
が
あ
る
人

　
　
　
（
３
）　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者

　
　
　
（
４
）　

パ
ソ
コ
ン(

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
程
度)

の
操
作
可
能
の
人

　
　
　
（
５
）　

但
し
、
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
欠
格
事
項

に
該
当
す
る
方
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

○
試 

験 

等　

１
月
下
旬
予
定

○
申
込
方
法　

左
記
の
書
類
等
を
添
え
て
平
成
27
年
12
月
14
日
（
月
）
〜

平
成
28
年
１
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
、
下
記
へ
持
参
又
は

郵
送
に
て
申
込
み
下
さ
い
。

　
提
出
書
類

　
　
　
（
１
）　

社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
交
付
す
る

申
込
用
紙
に
写
真
を
貼
付

　
　
　
（
２
）　

最
終
学
歴
の
卒
業
証
書
の
写
し
（
新
卒
者
は
、
卒
業
見
込

み
証
明
書
等
）

　
　
　
（
３
）　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し
、
有
資
格
書
の
写
し
、

取
得
見
込
み
で
あ
る
証
明
す
る
書
類
等

同
時
に
非
常
勤
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
も
募
集
中

○
応
募
資
格　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
も
し
く
は
介
護
福
祉
士
の
有
資

格
者
で
概
ね
55
歳
ま
で
で
、
自
家
用
車
の
使
用
で
き
る
方

○
給 

与 

等　

時
給
９
５
０
円
＋
移
動
手
当

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
に
問
合
せ
下
さ
い
。


